
予算額(補正後）

上位政策
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― 総合物流施策大綱（2009-2013）

　国際物流に関するセキュリティと効率化の両立を図るため、平成19年度は国際運送事業者を対象としたＡＥＯ制度
（特定保税運送制度）の創設にあたり、「法令遵守規則モデル案」の検討を行った。平成20年度は利用者の一層の拡大
を図るため、実務手引書の作成等環境整備を実施した。平成21年度は国際運送事業者を対象とした諸外国の運送事
業者に係るＡＥＯ制度の取得に向けた普及・啓発事業等を実施している。
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22年度 23年度要求

執行額 9

会計区分

根拠法令
（具体的な
条項も記載）

担当課室 参事官（物流政策）室政策統括官

一般会計

担当部局庁

海上物流基盤の強化等総合的な物流体系整備の推進、み
なとの振興、安定的な国際海上輸送の確保を推進する

参事官
田中　照久

関係する計
画、通知等
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19年度 20年度 21年度

実施状況

予算の状況
（単位:百万円）

事業番号 29

　　　　　　　　　　　　　行政事業レビューシート　　　　(国土交通省)

予算事業名 作成責任者
事業開始

年度
平成１５年度物流セキュリティ強化等に関する検討

事業の目的
（目指す姿を簡
潔に。3行程度

以内）

事業概要
（5行程度以
内。別添可）

　米国同時多発テロ以降、国際物流においても運送貨物に大量破壊兵器が混入されるなどのテロが懸念され、セキュ
リティ強化が要請されている一方、従来型の貨物検査などによる対応は円滑な物流を阻害する恐れがあるため、国際
物流に関するセキュリティと効率化の両立について、「安全かつ効率的な国際物流施策推進協議会」を運営し、官民関
係者の情報共有、連携した取組みを推進する。

　物流施策の総合的・一体的推進を図るため、グローバル・サプライチェーンを支える効率的物流の実現、環境負荷の
少ない物流の実現等、安全・確実な物流の確保等を目的とする。

執行率 83.3% 100.0% 100.0%

補
　
記

自
己
点
検

支出先・
使途の把
握水準・
状況

見直しの
余地

予
算
監
視
・
効
率
化

チ
ー

ム
の
所
見

【予算科目】
・038　総合的物流体系整備推進費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２１年度予算額）　（２１年度決算見込額）
　・95　総合的物流体系整備の推進に必要な経費
　　・95016-2123-09　総合的物流体系整備推進調査費　　　　　　　　　　　１０百万円　　　　　　　　１０百万円

・調査等の請負契約について、企画競争を実施していた契約は、一般競争で契約することが出来ないか検討する。

事業実施現場の状況把握方法
　・諸外国の運送事業者に係るAEO制度の取得に向けた普及・啓発事業について、月に１～２回を目処に事業者と打
合せを行い、調査内容の検証・進捗管理等を行った。

－ － －総事業費(執行ベース)



資金の流れ
(資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ
て補足する)

国土交通省 
10百万円 

Ａ．㈱構造計画研究所 
10百万円 

【企画競争・委託】 

諸外国の運送事業者に係るＡＥＯ制

度の取得に向けた普及・啓発事業 

物流セキュリティ強化及

びこれに連動した物流効

率化の実現方策等に関

する調査研究 

て補足する)
(単位:百万円)



0

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出さ
れている者に
ついて記載す

計 0 計

B. Ｆ.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

計 10 計

金　額
(百万円）

0

分析・調査設計 5

協議会運営準備 1

金　額
(百万円）

使　途
金　額

(百万円）

E.

使　途

人件費

人件費

人件費

費　目

Ａ.　㈱構造計画研究所

費　目

その他
会議開催経費（会場借料、謝金）、
印刷費

1

報告書作成 1

2海外渡航費 海外現地調査

0計 0 計

金　額
(百万円）

使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途

0

D. H.

計 0 計

G.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

ついて記載す
る。使途と費目
の双方で実情
が分かるように

記載）

C.

費　目


	政策統括官

